




（参考）Ａ種種類株式の配当の状況 
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

 
年間配当金 

第１ 
四半期末 

第２ 
四半期末 

第３ 
四半期末 

期  末 合  計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

27年３月期 － － － 32,917.80 32,917.80 
28年３月期 － －    
28年３月期(予想)  

 
－ － － 

（注）当社は平成27年７月９日付をもって、発行済Ａ種種類株式の全てを取得し、同日付で消却いたしました。こ

れにより、平成28年３月期以降、Ａ種種類株式に係る配当金は発生いたしません。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、企業業績の改善や円安基調の継続、原油安の影響等

で緩やかな回復で推移する一方、中国経済の景気減速懸念が強まるなど、先行きは不透明な状況と

なっております。 

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は、開発製品

関連において、前期に海外プロジェクト案件の売上を計上した反動や、原油安に伴う石油製品関連

の売上減少等により、31,036百万円（前年同期比9.0％減）となりました。 

利益面では、スチールコード関連、開発製品関連の収益改善により、営業利益は1,507百万円

（前年同期比33.1％増）となりましたが、主に外貨建債権の評価替えに伴う為替差損の影響等によ

り、経常利益は1,041百万円（前年同期比33.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は615百

万円（前年同期比66.9％減）となりました。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

(鋼索鋼線関連)

国内におけるワイヤロープ、ベトナムにおけるエレベータロープ、繊維ロープの売上は、いずれ

も堅調に推移しておりますが、ワイヤ製品においては、主にプロジェクト案件向けが減少しており

ます。 

その結果、当事業の売上高は14,267百万円（前年同期比4.1％増）となりました。 

(スチールコード関連)

市況悪化に伴い、中国におけるタイヤコードの販売数量が減少し、また国内においても、当期間

におけるタイヤコードの販売数量は前年を下回っております。 

その結果、当事業の売上高は6,711百万円（前年同期比8.5％減）となりました。 

(開発製品関連) 

国内における道路関連製品を中心に受注、売上が増加しておりますが、前期に海外プロジェクト

案件の売上を計上した反動があり、当事業の売上高は6,101百万円（前年同期比25.3％減）となり

ました。 

(不動産関連) 

青森県八戸市にて本年６月に開始した太陽光発電事業での売電収入も寄与し、売上高は632百万

円（前年同期比11.7％増）となりました。 

(その他) 

主に石油製品関連の売上が減少し、売上高は3,323百万円（前年同期比23.4％減）となりました。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（資産、負債及び純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に棚卸資産の増加により、前連結会計年度末と比べ

1,699百万円増加の88,958百万円となりました。 

負債については、借入金は減少したものの、前受金等の流動負債の増加により、前連結会計年度

末と比べ1,367百万円増加の66,307百万円となりました。 

純資産については、Ａ種種類株式の取得及び消却、有価証券評価差額金の減少があったものの、

自己株式の処分、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、前連結会計年度末と比べ

331百万円増加の22,651百万円となりました。 

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ175百万

円増加し、4,825百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、棚卸資産は増加したものの、税金等調整前四半期純利益

の計上や売上債権の減少、仕入債務や前受金の増加等により、2,759百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得等により、1,312百万円の支出

東京製綱㈱（５９８１）　平成28年3月期　第2四半期決算短信



3 
 

となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の減少等により、903百万円の支出となりました。 

 (3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成27年５月13日決算発表時に公表しました予想から変更はありません。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に

関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純

利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成27年９月30日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,708 4,859 

  受取手形及び売掛金 14,819 13,663 

  商品及び製品 5,383 5,849 

  仕掛品 3,751 4,788 

  原材料及び貯蔵品 3,655 3,933 

  繰延税金資産 762 764 

  その他 1,413 2,511 

  貸倒引当金 △541 △555 

  流動資産合計 33,953 35,815 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,968 10,134 

   機械装置及び運搬具（純額） 6,548 6,572 

   土地 19,819 19,797 

   建設仮勘定 525 318 

   その他（純額） 990 1,665 

   有形固定資産合計 37,853 38,488 

  無形固定資産 339 331 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 10,463 9,477 

   退職給付に係る資産 109 111 

   繰延税金資産 2,022 2,264 

   その他 3,957 3,979 

   貸倒引当金 △1,446 △1,513 

   投資その他の資産合計 15,107 14,318 

  固定資産合計 53,300 53,139 

 繰延資産 5 3 

 資産合計 87,259 88,958 
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           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成27年９月30日) 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 11,712 12,716 

  短期借入金 10,196 28,096 

  未払費用 3,459 3,209 

  賞与引当金 845 802 

  その他 3,849 6,073 

  流動負債合計 30,063 50,896 

 固定負債   

  長期借入金 20,928 2,056 

  再評価に係る繰延税金負債 4,856 4,854 

  退職給付に係る負債 6,027 5,723 

  その他 3,063 2,776 

  固定負債合計 34,875 15,410 

 負債合計 64,939 66,307 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000 1,000 

  資本剰余金 3,781 796 

  利益剰余金 7,816 8,354 

  自己株式 △3,281 △9 

  株主資本合計 9,316 10,141 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,936 1,426 

  土地再評価差額金 10,474 10,469 

  為替換算調整勘定 120 49 

  退職給付に係る調整累計額 △1,586 △1,505 

  その他の包括利益累計額合計 10,944 10,439 

 非支配株主持分 2,058 2,070 

 純資産合計 22,320 22,651 

負債純資産合計 87,259 88,958 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 34,106 31,036 

売上原価 28,003 24,619 

売上総利益 6,103 6,416 

販売費及び一般管理費 4,970 4,909 

営業利益 1,132 1,507 

営業外収益   

 受取利息 15 14 

 受取配当金 100 105 

 為替差益 368 － 

 貸倒引当金戻入額 362 － 

 その他 380 110 

 営業外収益合計 1,226 230 

営業外費用   

 支払利息 437 244 

 為替差損 － 166 

 資金調達費用 134 － 

 その他 217 286 

 営業外費用合計 789 697 

経常利益 1,570 1,041 

特別利益   

 投資有価証券売却益 260 10 

 事業譲渡益 147 － 

 その他 8 － 

 特別利益合計 417 10 

税金等調整前四半期純利益 1,987 1,051 

法人税等 114 424 

四半期純利益 1,872 626 

非支配株主に帰属する四半期純利益 11 11 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,860 615 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,872 626 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 466 △509 

 為替換算調整勘定 175 △28 

 退職給付に係る調整額 249 80 

 持分法適用会社に対する持分相当額 △86 △42 

 その他の包括利益合計 804 △500 

四半期包括利益 2,677 126 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,665 114 

 非支配株主に係る四半期包括利益 11 11 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

           (単位：百万円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,987 1,051 

 減価償却費 886 1,044 

 賞与引当金の増減額（△は減少） △116 △43 

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △143 △198 

 支払利息 437 244 

 受取利息及び受取配当金 △116 △120 

 投資有価証券売却損益（△は益） △260 △10 

 売上債権の増減額（△は増加） 4,031 1,199 

 たな卸資産の増減額（△は増加） 600 △1,745 

 仕入債務の増減額（△は減少） △783 2,133 

 前受金の増減額（△は減少） △266 1,194 

 その他 △1,030 △1,629 

 小計 5,225 3,120 

 利息及び配当金の受取額 113 122 

 利息の支払額 △437 △245 

 役員退職慰労金の支払額 △73 △21 

 法人税等の支払額 △281 △216 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,547 2,759 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △577 △9 

 投資有価証券の売却による収入 830 14 

 貸付けによる支出 △101 △50 

 貸付金の回収による収入 42 92 

 有形固定資産の取得による支出 △644 △1,333 

 有形固定資産の売却による収入 309 24 

 その他 △27 △50 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △169 △1,312 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 945 2,955 

 長期借入れによる収入 1,000 500 

 長期借入金の返済による支出 △3,750 △4,450 

 配当金の支払額 △2 △82 

 自己株式の売却による収入 0 3,371 

 自己株式の取得による支出 △2 △3,084 

 リース債務の返済による支出 △296 △112 

 株式の発行による収入 2,500 － 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 394 △903 

現金及び現金同等物に係る換算差額 23 △368 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,796 175 

現金及び現金同等物の期首残高 2,172 4,649 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,968 4,825 
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(４) 連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

当第２四半期連結会計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

当第２四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日） 

（１）Ａ種種類株式の取得及び消却 

①Ａ種種類株式の取得 

当社は、平成27年５月22日開催の取締役会決議に基づき、平成27年７月９日をもって、Ａ種種

類株式2,500株を取得しました。 

自己株式の増加額 3,080,430,250円 

②Ａ種種類株式の消却 

上記①の内容で当社が取得したＡ種種類株式の全部につき消却いたしました。 

自己株式の減少額 3,080,430,250円 

資本剰余金の減少額 3,080,430,250円 

（２）普通株式に係る自己株式の処分 

①公募による自己株式の処分 

当社は、平成27年６月５日開催の取締役会決議に基づき、平成27年６月22日を払込期日として、

公募による自己株式の処分を行いました。 

株式の総数 15,220,000株 

自己株式の減少額 2,849,525,472円 

資本剰余金の増加額 83,064,128円 

②第三者割当による自己株式の処分 

当社は、平成27年６月５日開催の取締役会決議に基づき、平成27年７月23日を払込期日として、

第三者割当による自己株式の処分を行いました。 

株式の総数 2,280,000株 

自己株式の減少額 427,003,636円 

資本剰余金の増加額 12,306,764円 

 

この結果、主に上記の自己株式の処分を原因として、当第２四半期連結累計期間において自己株

式が3,272百万円減少し、資本剰余金が2,985百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末において

自己株式が9百万円、資本剰余金が796百万円となっております。 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 
(注) 

合計 調整額 
四半期連
結財務諸
表計上額 

鋼索鋼線 
関連 

スチール 
コード 
関連 

開発製品 
関連 

不動産 
関連 

計 

売上高          

 外部顧客への売上高 13,700 7,331 8,168 565 29,766 4,340 34,106 － 34,106 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

120 49 158 － 328 579 907 △907 － 

計 13,820 7,381 8,327 565 30,094 4,919 35,014 △907 34,106 

セグメント利益又は 
セグメント損失（△） 

904 228 △140 △22 969 163 1,132 － 1,132 

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械事業、粉末冶金事業及

び石油事業を含んでおります。 

 

当第２四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 
(注) 

合計 調整額 
四半期連
結財務諸
表計上額 

鋼索鋼線 
関連 

スチール 
コード 
関連 

開発製品 
関連 

不動産 
関連 

計 

売上高          

 外部顧客への売上高 14,267 6,711 6,101 632 27,712 3,323 31,036 － 31,036 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

84 33 164 － 282 433 715 △715 － 

計 14,352 6,744 6,265 632 27,995 3,757 31,752 △715 31,036 

セグメント利益 890 275 127 35 1,329 177 1,507 － 1,507 

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械事業、粉末冶金事業及

び石油事業を含んでおります。 
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